
 

四次元トモグラフィ計測を用いた直線プラズマのダイナミクス観測 

Observation of the plasma dynamics using 4-D tomography measurement  
in a linear plasma 
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筆者たちは磁化プラズマにおける乱流の機能発現機構や構造形成原理の解明を目的として, 乱流の非対

称性や大域性 [1] について調べている. 今回, 直線プラズマ実験装置PANTAの軸方向位置 (z) 0.35 m, 0.60 
m, 0.85 mの3か所に設置された高分解能トモグラフィ計測（時間分解能: 1.0 µs, 空間分解能: 約0.9 cm）

を用いて, 磁化直線プラズマにおける３次元揺動乱流構造の時間発展（４次元構造）を明らかにした [2]．  
図1にトモグラフィ計測で得られた3か所の全発光量とその全発光量を指数近似式によりフィッティン

グを行なった結果を示す．フィッティングで得られたプラスマ発光の立ち上がり時間(	𝑡!)を用いて磁力線

の平行方向に対す伝搬速度を求めた結果，イオン音速程度（約1.85 km/s）で伝搬することが明らかになっ

た．一方，全発光量の上昇時間スケール(𝜏")は３か所でほぼ同じ値になることが分かった. 図2にプラズ

マ生成時における Fourier-Bessel 関数構造解析を用いた３断面トモグラフィの 2 次元発光量分布の時間発

展を示す．磁化直線プラズマにおける 3 軸方向の空間構造変化が明確に観測されている．本発表では, 上
記の結果を含めて高分解能トモグラフィーで観測したプラズマの４次元的発展の様子や，その構造に見ら

れる対称性の破れ，乱流の起源の存在などについても詳細に報告する.  
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図 1:プラズマ３断面におけるトモグラフィ

の全発光量及びそのフィッティング． 

 
図 2:プラズマ生成時における３断面トモグラフィのプラズマ発光

の時間発展 (Fourier-Bessel関数構造解析を使用）． 


